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目的： 

生まれた季節と花粉症、アレルギー性鼻炎の関連については、アレルゲンと血中ビタミン D 濃度を同時に検討した研究が少な

く、研究結果が一致していない。本研究では、アレルゲンとビタミン D を考慮に入れ、生まれた季節とスギ花粉症、アレルギー性

鼻炎との関連を明らかにすることを目的とした。 

 

方法： 

エコチル詳細調査に参加した 4,323 名の訪問調査のデータおよび生まれた子どもの 3 歳時までのデータを解析した。出生した年

のスギ花粉飛散量および 2 歳時の血中ビタミン D 濃度を調整して、3 歳の時の花粉症、アレルギー性鼻炎の関連を多変量ロジ

スティック解析で解析した。 

 

結果： 

冬生まれと比べて、夏と春生まれの子どもは、3 歳の時の花粉症への有意なリスク上昇がみられた。一方、生まれた季節とアレ

ルギー性鼻炎（通年性）との間には関連がみられなかった。  

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究結果から夏と春生まれの子どもは 3 歳の時の花粉症のリスクが高い可能性が示唆された。アレルギー性鼻炎については

関連がみられなかったが、アレルギー性鼻炎は学童期から有病率が増加するため、今後追跡調査が必要である。 

 

結論： 

夏と春生まれの子どもは 3 歳の時の花粉症のリスクが高かった。 

 


